
     

第
百
九
十
六
回
国
会
に
お
け
る
麻
生
財
務
大
臣
の
財
政
演
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平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日 





 

一 

 

 

平
成
三
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
の
御
審
議
に
当
た
り
、
財
政
政
策
等
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
と
と
も
に
、
予
算
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
日
本
経
済
の
現
状
と
財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
） 

安
倍
内
閣
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
っ
て
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
大
幅
な
改
善
を
達
成
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
経
済
の
好

循
環
は
着
実
に
回
り
始
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
の
好
循
環
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
昨
年
十
二
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
「
人
づ
く
り
革
命
」

と
「
生
産
性
革
命
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
最
大
の
長
期
的
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

「
人
づ
く
り
革
命
」
の
財
源
に
は
、
二
〇
一
九
年
十
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
率
十
％
へ
の
引
上
げ
に
よ
る
増
収
分
の
一

部
等
を
活
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
目
標
の
達
成
は
困
難
と
な
り
ま

す
が
、
財
政
健
全
化
の
旗
は
決
し
て
降
ろ
す
こ
と
な
く
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
目
指
す
と
い
う
目
標
自
体

は
し
っ
か
り
堅
持
し
ま
す
。
こ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
、
今
年
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
具

体
的
か
つ
実
効
性
の
高
い
計
画
を
示
す
こ
と
と
し
ま
す
。 

  



 

二 

 

 

（
平
成
三
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
等
） 

次
に
、
平
成
三
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
等
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
も
踏
ま
え
、
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
保
育
の
受
け
皿
拡
大
や
地
域

の
中
核
企
業
に
よ
る
設
備
・
人
材
投
資
等
の
促
進
等
の
重
要
課
題
に
重
点
化
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
一
般
歳
出
等
に
つ

い
て
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
「
目
安
」
を
達
成
し
、
公
債
の
発
行
額
を
安
倍
内
閣
発
足
以
来
六
年
連
続
で
減
額
す
る

な
ど
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
実
現
す
る
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
歳
出
が
約
五
十
八
兆
九
千
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
地
方
交
付
税
交
付
金
等
約
十
五
兆
五
千

百
億
円
及
び
国
債
費
約
二
十
三
兆
三
千
億
円
を
加
え
た
一
般
会
計
総
額
は
、
約
九
十
七
兆
七
千
百
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
租
税
等
の
収
入
は
、
約
五
十
九
兆
八
百
億
円
、
そ
の
他
収
入
は
、
約
四
兆
九
千
四
百
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
債
金
は
、
約
三
十
三
兆
六
千
九
百
億
円
で
あ
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
、
約
六

千
八
百
億
円
の
減
額
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 



 

三 

 

 

次
に
、
主
要
な
経
費
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

社
会
保
障
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
、
薬
価
制
度
の
抜
本
改
革
等
、

様
々
な
分
野
に
お
け
る
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
」
を
前
倒
し
、
保
育
の
受

け
皿
拡
大
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

文
教
及
び
科
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
職
員
定
数
に
お
い
て
効
率
化
と
必
要
な
分
野
へ
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
幼

児
教
育
や
高
等
教
育
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
大
学
改
革
、
安
全
・
安
心
な
学
校
の
施
設
整
備
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
特
別
枠
を
廃
止
す
る
な
ど
地
方
歳
出
を
見
直
す
一
方
、
地
方
の
税
収
増
を
反
映
し
地

方
交
付
税
交
付
金
等
を
縮
減
し
つ
つ
、
そ
の
一
般
財
源
の
総
額
を
適
切
に
確
保
し
、
地
方
に
最
大
限
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

防
衛
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
た
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
等
に
適
切

に
対
応
し
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ
き
所
要
の
取
組
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
等
の
た
め
の
在



 

四 

 

 

日
米
軍
再
編
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

公
共
事
業
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
豪
雨
・
台
風
災
害
等
を
踏
ま
え
た
防
災
・

減
災
対
策
等
へ
の
重
点
化
・
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

経
済
協
力
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
戦
略
的
外
交
を
後
押
し
す
る
観
点
か
ら
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
等
に

重
点
化
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
予
算
・
事
業
量
と
も
に
必
要
な
額
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。 

 

中
小
企
業
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
中
核
と
な
る
企
業
の
支
援
や
中
小
企
業
の
事
業
承
継
支
援
を
充
実
す
る
ほ

か
、
人
材
対
策
や
資
金
繰
り
対
策
等
に
も
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け
た
研
究
開
発
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
や
国
内
資
源
の
開
発
、
海
外
資
源
の
権
益
確
保
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

農
林
水
産
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
政
策
の
改
革
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
充
実
さ



 

五 

 

 

せ
る
ほ
か
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
輸
出
力
の
強
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

国
家
公
務
員
の
人
件
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
与
改
定
や
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
の
ほ
か
、
退
職
手
当
の
引
下
げ
等

を
的
確
に
予
算
に
反
映
し
て
お
り
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
度

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
の
総
額
を
約
二
兆
三
千
六
百
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
性
向
上
に
向
け
た
事
業
者
及
び
農
業
者
の
設
備
投
資
等
の
支

援
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
る
高
速
道
路
整
備
の
加
速
等
に
取
り
組
む
な
ど
、
真
に
必
要
な
資
金
需
要
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
総
額
約
十
四
兆
四
千
六
百
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

国
債
管
理
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
借
換
債
等
を
含
む
国
債
発
行
総
額
が
約
百
五
十
兆
円
と
、
依
然
と
し
て
極
め
て
高
い

水
準
に
あ
る
中
で
、
引
き
続
き
市
場
と
の
緊
密
な
対
話
に
基
づ
き
適
切
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 



 

六 

 

 

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
働
き
方
の
多
様
化
等
を
踏
ま
え
、
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
に
向
け
、
賃
上
げ
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
税
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
代
替
わ
り
を
促
進
す
る
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
や
観
光
促
進
の
た
め
の
税
と
し
て
国
際
観
光

旅
客
税
の
創
設
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国
際
課
税
制
度
の
見
直
し
、
税
務
手
続
の
電
子
化
の
推
進

や
た
ば
こ
税
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
国
会
等
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
国
有
財
産
の
管
理
処
分
手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
手
続
の
明
確
化
、
売
却
価
格
の
客

観
性
の
確
保
及
び
文
書
管
理
の
徹
底
と
い
う
方
針
で
、
財
政
制
度
等
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

（
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
の
大
要
） 

続
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

一
般
会
計
に
お
い
て
、
「
生
産
性
革
命
」
・
「
人
づ
く
り
革
命
」
、
災
害
復
旧
等
・
防
災
・
減
災
事
業
、
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
実
現
に
向
け
た
施
策
等
、
総
額
約
二
兆
七
千
百
億
円
の
歳
出
の
追
加
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
と
し
て
、
約
千
九
百
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
既
定
経
費



 

七 

 

 

を
約
一
兆
二
千
四
百
億
円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
前
年
度
剰
余
金
を
約
三
千
七
百
億
円
、
税
外
収
入
を
約
千
億
円
計
上
す
る

ほ
か
、
建
設
公
債
を
約
一
兆
千
八
百
億
円
発
行
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
、
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
し
て
歳
入
歳
出
と
も
に
約

一
兆
六
千
五
百
億
円
増
加
し
、
約
九
十
九
兆
千
百
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
足
下
の
旺
盛
な
設
備
投
資
意
欲
に
鑑
み
、
二
千
八
百
億
円
を
補
正
追
加
し
て
お
り

ま
す
。 

 

（
む
す
び
） 

以
上
、
財
政
政
策
等
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
平
成
三
十
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算

の
大
要
等
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

経
済
の
好
循
環
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
べ
く
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総

動
員
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
を
両
立
す
る
本
予
算
及
び
関
連
法
案



 

八 

 

 

の
一
刻
も
早
い
成
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
財
政
政
策
等
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
及
び
与
野
党
の

議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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